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総務常任委員会 ◎石岡　祐二　◯大河原　千晶
　髙瀬　一徳・加藤　朋子・鈴木　恒充・小堀　勇人

栃木SCクラブハウス

所管事務調査 ふるさと納税について

本市の寄附額は、令和２年度の約４千万円から令和５年度には約６億２千万円と増加傾向にある。
令和６年度も12月末時点で、既に７億円に達している。
一方で、市民が他の自治体へ寄附を行ったことによる住民税控除は、令和５年度で約９千万円と、市
民税の減収額（他の自治体への流出額）も年々拡大している状況。
このため、新たな取り組みとして、特定の取引先でしか入手できない、市を代表する酒造メーカー「仙
禽」の日本酒を返礼品に加えた。
今後とも新たな返礼品の創出や寄附拡大に向けたＰＲ強化に加え、ふるさと納税を、シティプロモー
ション、移住等の取り組みとも連携強化して、選んでもらえる自治体になるよう力を入れていく。

旧シルバー人材センター跡地

喜連川保健センター旧喜連川高校

Q

A

常設こどもの居場所事業施設整備にあたり、子どもの声が騒音問題になるなどの社会環境の
変化をふまえ、周辺住民への説明は行っているのか。
当該事業者と担当課に対し、周辺住民の不安やトラブルにつながらないよう十分配慮し事業を
進めるよう申し伝える。　

【概要】「常設こどもの居場所」として貸付ける旧シルバー人材センター跡地について、現存する
建物を除却することを条件として無償で譲渡するもの。

議案第25号 市有財産の無償譲渡について 可決

●旧シルバー人材センター跡地（伝馬町）　
●旧喜連川高校

●栃木SCクラブハウス（河内総合運動公園内）
●喜連川保健センター現地調査

「暮らしを楽しめる小都市づくり」について

議会からの意見

氏家駅東地区の魅力向上を目指したまちづくり基本構想を具体化するため、
地元との意見交換を重ねながら関係機関との協議を進め、都市計画事業の推進を。

ま　　ち1

「健康の小都市づくり」について

スポーツを核とする、元気で健康な地域づくり包括連携協定に基づき、議会や地域
住民の声をよく聞いて、栃木SC練習場整備に対する支援や、周辺の環境整備に努め
てほしい。

ま　　ち

「地域経済の活性化」について

産業団地開発に向けた取り組みや、企業誘致に関する情報収集や働きかけなど、
引き続き地域や関係機関と調整を進めてほしい。
また、物価・資材高騰における農業経営の安定を図るため、市独自の制度・資金を
設け、貸付及び保証料・利子の補助を要望する。

「さくら市の子ども達のための施策」について

新給食センター稼働に伴う、地元食材（じゃがいも、玉ねぎ、にんじん
など）の安定供給は、地元農業者やJAと連携を。
また子どもの居場所づくり補助金の拡充なども、併せて要望する。

「市制２０周年記念事業」について

令和７年12月までを「市制20周年」を祝う期間とし、様々な記念行事を
行い市のPRや素晴らしい事業を展開することを期待する。

「減災・防災・防犯」について

防犯対策として高齢者や行政区等を対象に、防犯カメラ購入の一部を補助する制度を
活用し、地域の安全確保に努めていただきたい。

「増収のための施策」について

ふるさと納税、個人からの寄附総額が７億円を超える実績を更に向上させるために、
返礼品の拡充を。さらに自主財源の確保に取り組んでほしい。

「里山の小都市づくり」について

お丸山再整備の一環として実施される遊具の設置等は、トータルデザインや歴史に
配慮した景観保持に留意してほしい。

ま　　ち
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認定路線④

認定路線⑨

認定路線①

認定路線⑦

認定路線⑥

認定路線⑤

認定路線②③

認定路線⑧

認認認定定定路路路線線線④④④

認認認定定定路路路線線線⑨⑨⑨

認認認定定定路路路線線線①①①

認認認定定定路路路線線線⑦⑦⑦

認認認定定定路路路線線線⑥⑥⑥

認認認定定定路路路線線線⑤⑤⑤

認認認定定定路路路線線線②②②③③③

認認認定定定路路路線線線⑧⑧⑧

Q
A
さくら市制20周年記念式典に手話通訳者をつけることは考えているか。

手話通訳者をつけイベントでの意思疎通を図りたい。

Q
A
市内で今現在、手話通訳者として活動している方はいるか。

登録されている方が２人いて活動している。

●喜連川中学校（施設長寿命化改良工事）
●南小学校（体育館空調工事・放課後児童クラブ整備）

●さくらタクシー（デマンドタクシーのオペレーション）
●さくらどろんこ保育園（仮称）建設予定地現地調査 ●市営露天風呂（ポンプ場）　 　　　　　　　 ●市道認定箇所

●蒲須坂工業団地南側地区　現地調査

文教厚生常任委員会 ◎岡村　浩雅　◯落合　千枝子
　笹沼　昭司・永井　孝叔・角田　憲治・手塚　定

議案第１号 さくら市手話言語条例の制定について 可決

スポーツを核とする元気で健康な地域づくり包括連携協定に基づく基本合意により、
栃木SCに練習拠点施設整備予定地を無償で貸し付けることについて、議会の議決を
求めるもの。

Q
A
なぜ無償で貸し出すのか。

本市の計画や構想に合致している。栃木ＳＣが練習拠点を本市に移すことによって、公益性とし
てスポーツの振興、健康づくり、交流人口の創出、経済効果をもたらし、地域活性化に寄与する
ためである。

Q
A
明確な市有財産の貸付基準はどこに明記されているのか。

『さくら市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例』に明記されているが、本案はこれに合致
せず、また適正な対価によらない無償貸付のため、議会に公益性・公共性を説明のうえ、議会の
議決が必要となる。

追加議案第１号 市有財産の貸付けについて 可決

南小学校（放課後児童クラブ整備箇所）　

デマンドタクシーの受付システム喜連川中学校（挌技場空調設備）

南小学校（体育館空調工事）

Q
A
改正により緑地面積率を下げた理由は。

企業誘致に際し、近隣市町と比較して不利とならないよう定めた。

Q
A
設置管理許可制度はいつからあるのか。

平成16年度から開始された。平成29年度に公募設置管理制度が導入され、本格化した。

Q
A
近年の認定路線数は。

令和元年度から令和４年度が44路線、令和５年度が６路線。
令和６年度は上阿久津台地区画整理地内が119路線と今回の９路線。

議案第10号 さくら市都市公園条例の一部改正について 可決

議案第26号 市道路線の認定について 可決

【概要】

【概要】

都市公園の最適化を図るための改正。
（「設置管理許可制度  」の導入と総合公園プールの廃止が主な内容）

建設経済常任委員会

（ポンプ場）市営露天風呂（ポンプ場）

◎加藤　誠一　◯渋井　康男
　吉田　雄次・福田　克之・若見　孝信・矢澤　功

蒲須坂工業団地南側地区航空写真

議案第９号 さくら市工場立地法   第４条の２第１項に規定する緑地面積率等に係る
準則を定める条例の一部改正について 可決

※工場立地法…工場の立地が環境の保全を図りつつ適正に行われるように導き、その結果国民経済の健全な発展と国民の福祉の向上に
　　　　　　　寄与することを目的とした法律。

※設置管理許可制度…公園管理者以外の者（民間事業者や各種団体など）に対し、都市公園内における公園施設（カフェや売店、スポーツ
　　　　　　　　　　施設等）の設置、管理を公園管理者が許可できる制度であり、市は設置者からこれに応じた使用料を徴収すること
　　　　　　　　　　ができる。本制度においては、売店や自動販売機等の「便益施設」や「運動施設」の使用料を定めている。

市道認定箇所（地図）

※

※
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